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N スリット数 スリット長さ スリット幅
[-] [mm] [mm]
0 0 0 0
8 8 50 20
4 4 50 20
8n 8 50 10


















使用した円板の形状を図 2に示す。円板はアクリル樹脂製で半径 80mm、板厚 8mm である。N=0 はス
リット無しの平板を示し、固定側円板及び回転側円板として用いた。スリットのある円板は回転側円
板のみに使用している。N=8 はスリット数が 8個で、スリット長さが 50mm、スリット幅 20mm である。















 本実験には、ニュートン流体として、水と Glycerin（以下 GLY と記す。）溶液（100％）、
Glycerin20,40,60,80%水溶液（重量濃度）を用いる。また、非ニュートン流体として、Glycerin60%
水溶液にポリアクリルアミド(SEPARAN AP30：以下 SEP と記す。)を 500,750,1000,1500ppm 溶かした溶
－7－ 
No. Liquids Glycerin[%] Separan[%] Water[%]
1 Water 0 0 100
2 GLY20% 20 0 80
3 GLY40% 40 0 60
4 GLY60% 60 0 40
5 GLY80% 80 0 20
6 GLY100% 100 0 0
7 GLY60%+SEP500ppm 60 0.05 39.95
8 GLY60%+SEP750ppm 60 0.075 39.925
9 GLY60%+SEP1000ppm 60 0.1 39.9









































































      (a)ニュートン流体            (b)非ニュートン流体 













           (c)Glycerin60％に Separan を添加した溶液 



























































































































































































       (a)  ニュートン流体                (b) 非ニュートン流体 








































図８ 無次元化されたモーメント M*とレイノルズ数 Re（スリットの影響） 
 


































































































             (a)  N=0                     (b)  N=8 















(a)  N=0                          (b)  N=8 
図 10 摩擦抵抗モーメント Tと円板の周速度 V（非ニュートン流体の場合） 
 
この測定では、円板の上部から溶液を流す方法のため、接触面積を概算することができないので、





























































        (a)  ニュートン流体                (b) 非ニュートン流体 













































  (a)  ニュートン流体               (b) 非ニュートン流体 
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